
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
・習熟度別学習、教科担任
制、交換授業等の実施
・１人１台端末の効果的な活
用

・進んで学習しようと
しているという児童
90％以上
・授業の工夫がされて
いるという教員90％以
上

Ｂ Ｂ Ｂ

・授業がわかりやすいという児童は
９１％
・授業の工夫がされているという教
員は８９％
・教科担任制をはじめ教員が連携し
た授業が進んでいる

Ｂ Ｂ

・やる気をもって授業に取り組んで
いるという児童は９０％　授業が工
夫されているという教員は９０％
・子ども主体となるような授業の工
夫がみられている

Ｂ

・やる気があるという子どもが９割
いることは評価したい
・たくさんの学級があるので協力し
ながら進めていくことが有効な手立
ての一つであると思う

・習熟度別指導や教科担
任、交換授業などをさらに
推進する
・学ぶ内容や学び方を子ど
もが決めたり選んだりする
取組を充実する

・区、国の学力調査の活用
・全校一斉朝学習、放課後補
習の実施
・幼・保、中との連携

・基礎的な力を身に付
けているという保護者
85％以上
・学習規律が徹底され
ているという教員85％
以上

Ｂ Ｂ Ｂ

・勉強がわかるようにがんばってい
る児童は８２％
・学習規律が徹底されているという
教員は７７％
・学力調査の結果は向上傾向であっ
た

Ｂ Ｂ

・基礎的な力を身に付けているとい
う保護者は８２％　学習規律が徹底
されているという教員は９０％
・課題のある層の引き上げが課題で
ある

Ｂ

・やるべきことがたくさんあるよう
だが、子どもたちが「やらされてい
る」とならないような工夫があると
よい
・家庭へのはたらきかけもできる形
で進めてほしい

・目標をもって調査に臨む
などの取組を進める
・放課後補習に自習の要素
を加えるなど自ら学意欲の
向上に向けた手立てを講じ
る

・探究的な学習（調べる学
習）の推進
・朝読書及び毎週３０分間の
読書活動の実施

・本をよく読むという
児童65％以上
・読書科の学習が計画
的に行われているとい
う教員90％以上

Ｃ Ｂ Ｃ

・本をよく読むという児童は５３％
読書活動が充実しているという教員
は８６％
・夏に調べる学習に取り組んだ児童
も多い

Ｃ Ｂ

・本をよく読むという児童は６０％
読書科が計画的に行われているとい
う教員は９８％
・読む機会を設定すると熱心に読む
が、自ら進んでは課題

Ｂ

・ＩＣＴの大切さはわかるが、活字
を読むことも大切だと考える　サテ
ライトの地域図書館の活用も固定の
人以上に広がるとよいが

・朝読書や毎週３０分の読
書時間、ＰＴＡボランティ
アとの連携などの改善・充
実に努める
・調べる学習を推進する

・毎週３０分間の全校運動遊
び・元気アップタイムの実施
・１人１台端末の活用

・体力を高めようとし
ているという児童90％
以上
・体力向上に向けた活
動が充実しているとい
う教員85％以上

Ｂ Ｂ Ｂ

・運動をがんばっているという児童
は８５％
・体力向上の活動が充実していると
いう教員は９５％
・計画に沿って取組が順調に進んで
いる

Ａ Ｂ

・体力を高めようとしているという
児童は８７％　体力向上の活動が充
実しているという教員は１００％
・授業で端末を活用することが増え
ている

Ｂ

・子ども、家庭によって体を動かす
機会はかなり異なっていると思われ
る
・この人数とこの施設の中で何がで
きるか　学校だけでは難しいかもし
れない

・目標をもって体力調査に
臨むなどの取組を充実する
・学級増に対応しつつ、体
育授業のさらなる質の向上
を進めたい

・歯の健康にかかわる取組の
推進
・多彩な給食の実施

・健康に気を付けてい
るという児童90％以上
・保健指導が適切だと
いう教員90％以上 Ａ Ａ Ｂ

・健康や安全に気を付けているとい
う児童は９０％
・保健指導が適切だという教員は１
００％
・大きな事故等はない

Ａ Ａ

・健康に気を付けているという児童
は９０％　保健指導が適切だという
教員は１００％
・歯の健康にかかわる取組など計画
的に進めた

Ａ

・子どもたちが元気に毎日を過ごし
ていることが何よりである
・食材が高騰する中、充実した給食
が提供されていると感じる

・引き続き重大事故０をめ
ざす
・歯の健康をはじめとする
取組を推進し、家庭への発
信にも努める

・おおぞら学級の指導の充実
・通常の学級とおおぞら学級
の多様な交流・共同学習の推
進

・多様な交流・共同学
習が進められていると
いう教員８０％以上

Ａ Ａ Ａ

・多様な交流・共同学習が進められ
ているという教員は９５％
・特別支援学級の児童が通常の学級
の授業に参加する例が大きく増えた Ａ Ａ

・図工や算数など教科の学習におい
て通常の学級の子どもたちと共に学
ぶ子どもが増えた　おおぞら学級と
のかかわりがより自然なものになり
つつある

Ａ

・おおぞら学級の子どもたちものび
のび生活していると思う
・さまざまな交流が二葛西小の特色
の一つになってくるとよいと思う

・一人一人のニーズに応じ
て各教科等での交流、共同
をさらに進める
・教職員間の交流を促進す
る

・不適応対策委員会を中心と
した支援の充実
・巡回指導をはじめとする人
材、資源等の活用

・配慮を要する児童へ
の支援が適切だという
教員80％以上 Ｂ Ｂ Ａ

・配慮を要する児童への支援が適切
だという教員は９８％
・組織的な対応を進めている Ａ Ｂ

・配慮を要する児童への支援が適切
だという教員は１００％
・多様なスタッフと連携しながら支
援を進めた

Ａ

・配慮が必要な子どもたちは増えて
いるのだろうか　教職員の努力だけ
に頼らないで済むようになるとよい

・一人一人の理解と支援の
充実に努める
・より組織的な取組を推進
していく

・ＱＵテストや各種アンケー
トによる児童の実態把握とそ
れに基づく指導の充実
・不登校対策委員会を中心と
した支援の充実

・いじめや不登校解消
の取組が組織的に行わ
れているという教員
90％以上
・子どもは安心して学
校に通っているという
保護者95％以上

Ｂ Ｂ Ｂ

・いじめや不登校解消の取組が組織
的に行われているという教員は９
８％
・不登校児の別室指導やバーチャル
の活用などさまざまな方策を進めて
いる

Ｂ Ｂ

・いじめや不登校解消の取組が組織
的に行われているという教員は％
子どもは安心して学校に通っている
という保護者は９２％
・一人一人に応じた多様な支援を進
めた

Ｂ

・さまざまな学びの場が用意されて
いることがよくわかった
・子どもたちのトラブルはいろいろ
あると思うが、大きないじめのよう
な状況がないことが続いていくこと
が願っている

・引き続き、いじめの重大
事態０、学校とかかわりの
もてない児童０をめざす
・より組織的な支援を推進
する

前年度までの本校の現
状

・素直で思いやりのある子どもたちが多い
・安心で安全な学校づくりに向けた取組を進めることができた
・積極的な情報発信に努めることができた
・教職員が連携・協力しながら教育活動、学校運営を展開することができた

・一人一人の課題に応じて基礎的・基本的な学習内容の定着に向けた取組を充実させる
・読書活動の充実を進める
・不登校や配慮が必要な児童等への対応をより組織的に取り組んでいく
・学校と家庭との連携・協働をより一層推進する
・児童数、学級数増加への対応を適切に進める

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和6年度　江戸川区立第二葛西小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
    じょうぶな子　  思いやりのある子　  考える子　　やりぬく子
    ＊重点：自ら進んで取り組む

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

保護者・地域の理解と協力を得て、子どもたちに確かな力を育み、信頼と誇りのもてる学校
自分から進んで確かな学力、豊かな心、健やかな身体を身に付け高めようと取り組む子ども
より質の高い授業、教育活動をめざし、子どもに寄り添い、子どもの喜びや悲しみを自分の喜びや悲しみにできる教師

体
力
の
向
上

・運動できる場や機会がどうしても
限られたり個人によって大きく異
なったりする
・学校としてのていねいな取組は評
価したい

・大きな問題や事故がなく学校が運
営されていることに安心している
・家庭教育を補っていただいている
部分が多くあると思う

○自ら進んで学ぶ態度
の育成

○基礎学力及び学習習
慣の定着

○自らすすんで体力を
高めようとする態度・
意欲の向上

○自らすすんで健康・
安全な生活を送る力の
向上

学
力
の
向
上

・多くの子どもたちが教職員の工夫
や努力を感じているということを評
価したい
・チームワークも大切にしながら教
育の充実に取り組んでほしい

・自分でがんばろうとする意欲を育
てることはなかなか難しいと思う
が、引き続き取り組んでほしい
・学力調査等の結果に表れたという
ことは評価したい

・学校だけのはたらきかけ、取組な
どでは限界があるのではないか
・家庭、地域の取組や大人の姿勢も
大きく影響するのでは

〇読書科の更なる充実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

○交流・共同学習の推
進

・子どもたちが仲よく、元気に過ご
しているととらえている
・こうした取組をさらに継続・発展
させてほしい

○個に応じた指導の充
実

・担任だけでなく教職員のチーム
ワークで対応されていることを評価
したい

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充

実

・不登校の子どもたちが学校などと
何らかの形でかかわりをもちなが
ら、自分らしく成長していくことを
願っている
・子どもの人間関係は難しい側面も
あると思うが、引き続きていねいに
取り組んでほしい

○健全育成の推進



・委員会活動や係・当番活
動、異学年交流などの充実
・基本的生活習慣の系統的な
育成

・学校が楽しいという
児童90％以上
・当番や係をしっかり
やっているという児童
90％以上

Ｂ Ｂ Ｂ

・学校が楽しいという児童は８６％
・当番や係をしっかりやっていると
いう児童は９２％
・自主性の育成を進めている Ｂ Ｂ

・学校が楽しいという児童は８９％
当番や係をしっかりやっているとい
う児童は９３％
・自主性についてはさらに育成が必
要である

Ｂ

・学校が楽しいと感じていない子ど
もの状況、原因を探る必要があるの
ではないか
・家庭の姿勢、取組も大きくかか
わってくると思う

・自分から進んで取り組む
機会の充実に努める
・学校の取組を保護者等に
積極的に情報発信する

・学校のホームページの毎日
の更新
・全校保護者会、学校説明会
等の充実

・学校の様子がわかり
やすく伝えられている
という保護者90％以上 Ａ Ａ Ａ

・ホームページを毎日複数回更新し
続けている
・ペーパーレスが定着し、オンライ
ンでこまめに発信している

Ａ Ａ

・学校の様子がわかりやすく伝えら
れているという保護者は９５％

Ａ

・子どもや学校の様子が伝えられて
いることが、学校の雰囲気を穏やか
にしている　一緒の取り組むような
こともあるとよい

・ホームページや公開など
の充実を進めるとともに、
双方向の交流、連携の実現
に努める

・さまざまな災害等を想定し
た訓練の実施
・食物アレルギーへの対応を
含めた事故防止の徹底

・安全に気を付けて生
活しているという児童
90％以上
防災、防犯等の取組が
適切に行われていると
いう保護者90％以上

Ａ Ａ Ｂ

・安全に気を付けて生活していると
いう児童は９１％
・さまざまな訓練を計画的に進めて
いる
・アレルギー対応を含め大きな事故
は起きていない

Ａ Ａ

・安全に気を付けて生活していると
いう児童は９０％　防災、防犯等の
取組が適切に行われているという保
護者８５％
・アレルギー対応を含め大きな事故
は防止することができた

Ａ

・学校の防災、安全への取組は適切
に進められていると思う
・地域の防災拠点としての学校のあ
り方については課題がとても多い
地域の問題ではあるが学校の協力を
お願いしたい

・多様な訓練、防犯・防災
教育を推進し、子どもたち
の意識、実践力を高める
・地域と連携した避難所運
営に向けた体制の整備に努
めていく

・幼、保、中との多様な交流
の充実
・ふるさと葛西、江戸川区に
ついて学ぶ機会の充実
・ＰＴＡやおやじの会による
イベントの再開・充実

・地域や保護者等との
連携が進められている
という教員80％以上

Ａ Ａ Ａ

・地域や保護者等との連携が進めら
れているという教員は１００％
・ＰＴＡ、おやじの会の活動も積極
的に展開されている Ａ Ａ

・幼稚園、保育園や中学校との交流
を計画的に進めた
・海苔すき体験など葛西を学ぶ貴会
の設定できた
・ＰＴＡ、おやじの会の活動を喜ん
でいる子どもが多い

Ａ

・地域の力を活用してほしい　学校
の負担が軽くなるような工夫もしな
がら協力したい
・ＰＴＡ、おやじの会の方々の精力
的な活動に感謝する

・ＰＴＡ、おやじの会をは
じめ地域とも、子どもたち
をより豊かに育てるという
目標を共有し、取組の充実
に努めていく

・教員一人一人のニーズに応
じた研究・研修の推進
・若手教員の組織的な育成

・資質・能力の向上に
努めているという教員
90％以上

Ａ Ａ Ｂ

・資質・能力の向上に努めていると
いう教員は１００％
・計画的な育成を進めている

Ａ Ａ

・資質能力の向上に努めているとい
う教員は１００％
・研修等を計画的に進めた

Ａ

・実践的な研修が大切であると考え
る　学び合う風土をさらに作ってほ
しい

・一人一人の教員の課題に
応じた研修等を推進してい
く

・会議等の効率化、組織改革
の一層の推進
・ペーパーレス化の一層の推
進

・全教職員の月残業時
間50時間以下
・時間外勤務の縮減に
努めているという教員
90％以上

Ａ Ａ Ｂ

・時間外勤務の縮減に努めている教
員は９０％
・残業時間は縮減傾向にである
・ペーパーレス化は定着した

Ａ Ａ

・１月には全教職員の月残業時間が
４５時間以下となった　時間外勤務
の縮減に努めているという教員９
７％
・残業時間は減少が続いている

Ａ

・教職員が子どもに向き合うことを
中心に、その他の負担を軽減してい
くことは大切である
・様々なスタッフの効果的な活用も
さらに進めてほしい

・会議、打合せ等の効率化
をさらに推進する
・全教職員の月残業時間４
５時間以下をめざす

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充

実

○豊かな心の育成 ・自分の役割を自分の力で果たして
いけるような子どもたちであってほ
しい
・学校が楽しいという子どもが１０
０％であってほしい

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

○働き方改革の推進

・若い教職員も多い中、育成の負担
もあると思うが、重要なことだと受
け止めている

○教員の資質・能力の
向上

・教職員の負担軽減は必要なことだ
と認識している
・家庭、地域との連携のあり方とい
う視点からも働き方改革を考えてい
きたい

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

○自校の取組の積極的
な発信

・ホームページをはじめ積極的に情
報を発信していただいていること
が、保護者の安心、地域の信頼につ
ながっている

○安心・安全な学校づ
くりの推進

・自分の身体、命を自分で守る力を
育てるという学校の方針は、現代に
おいてとても大切である
・地域との連携がさらに進んでいく
ことを期待する

○家庭、地域とともに
子どもを育てる教育の
推進

・ＰＴＡやおやじの会の精力的な取
組を高く評価したい
・さまざまな考え方はあるが、子ど
もたちの笑顔を増やすという思いは
みなさんで共有したい


